
事　業　名 日　　程 対　　象 場　　所 参加人数

手軽に楽しめる視覚障害者の
　スポーツ研修会
（サウンドテーブルテニス　等）

７月４日（土）
施設職員・学校関係
者・人材バンク登録
者　等

東京都障害者総合
　スポーツセンター

１３名

ボッチャフェスティバル
（共催：東京ボッチャ連盟）

７月２６日（日）
身体障害児者・介助
者・施設職員・学校
関係者　等

東京都障害者総合
　スポーツセンター

１８名

事　業　名 日　　程 対　　象 場　　所 参加人数

サウンドテーブルテニス
　審判員養成講習会

４月２９日（祝水）
施設職員・障害者ス
ポーツ指導員・学校
関係者　等

東京都多摩障害者
　スポーツセンター

７名

グランドソフトボール
　審判員養成講習会

９月６日（日）
施設職員・障害者ス
ポーツ指導員・学校
関係者　等

東京都障害者総合
　スポーツセンター

１０名

フットベースボール
　審判員養成講習会

平成２２年３月７日（日）
施設職員・障害者ス
ポーツ指導員・学校
関係者　等

東京都立
　青鳥特別支援学校

１８名

ボッチャ
　審判員養成講習会

１０月３日（土）
日本ボッチャ協会普
及員以上の資格取
得者

東京都多摩障害者
　スポーツセンター

２２名

スラローム
　審判員養成講習会

５月９日（土）
障害者スポーツ
指導員

東京都障害者総合
　スポーツセンター

２４名

　 事　業　名 日　　程 対　　象 場　　所 参加人数

８月１日（土）・２日（日）
東京都障害者総合
　スポーツセンター

１３名

１２月５日（土）・６日（日）
東京都多摩障害者
　スポーツセンター

１５名

　障害のある人が、”楽しく、身近な所で、継続的に”スポーツをするために、日常的に障害のある方のサポートをしている方に対
して、障害者スポーツの研修会を実施した。

　地域でのスポーツ・レクリエーションの普及・振興を図るため、スポーツセンターや関係団体と連携し、地域での活動の場等をス
ポーツ指導員やボランティアに広く紹介した。

スポーツボランティア入門講習会 一般都民

　来室や電話・メール等による健康やスポーツに関する相談を受け回答するとともに、内容によりスポーツセンターの利用や地域
での活動につなげた。

　障害のある人が、身近な地域で継続的なスポーツ活動を行うために欠かすことができないボランティアに対して、基礎的な障
害やスポーツの知識習得を目的とした講習会を実施した。また、障害者人材バンクについては、東京都障害者スポーツ指導員
協議会等の関係団体・機関と連携し運営を行った。

　障害者スポーツの中で、一般的には実施していない特殊種目の知識習得と審判法習得を目的としてた講習会を実施した。ま
た、毎年実施している東京都大会や平成２５年に東京都で開催される全国障害者スポーツ大会等の各種大会に向けて、審判
員の育成・養成を図った。

（２） スポーツ指導員・スポーツボランティアの紹介

（３） 人材の養成
① 手軽に楽しめる障害者のスポーツ研修会

② 審判員養成講習会

③スポーツボランティアの育成・養成及び「障害者スポーツ人材バンク」の運営

平成２1年度 東京都障害者スポーツ協会 事業報告

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会

Ⅰ　障害者のスポーツ活動の奨励振興事業 （ 公 １ ）

（目的）

（１） 健康・スポーツ相談コーナーの常設

１．奨励振興事業

　障害者スポーツの振興を図るため、障害者スポーツ指導員やボランティア等の人材を養成するとともに、障害のある人のスポーツ
活動を取り巻く社会環境及びその活動支援に対する組織体制の整備を図るため、地域との連携を強化するとともに、障害者スポー
ツの普及や理解促進を図るため、障害者スポーツの情報提供や、各種の調査・研究を実施した。
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事　業　名 日　　程 対　　象 場　　所 参加人数

精神障害者のための
　運動支援講習会

１２月５日（土）
施設職員・障害者ス
ポーツ指導員・人材
バンク登録者

東京都障害者
　スポーツ協会会議室

２６名

発達障害児のための
　運動支援講習会

平成２２年１月１６日（土）
施設職員・障害者ス
ポーツ指導員・学校
関係者　等

東京都多摩障害者
　スポーツセンター

１１名

事　業　名 日　　程 対　　象 場　　所 参加人数

聴覚障害者のバレーボール練習会 平成２２年３月６日（土） 聴覚障害児者 都内聾学校　他 ３４名

視覚障害者の
　グランドソフトボール練習会

平成２２年１月２４日（日）・
　３月１４日（日） 視覚障害児者 都内盲学校　他 ８名

大　　会　　名 日　　程 参加チーム

東京ゆうあいバレーボール大会 ８月２日（日） １６チーム

関東ゆうあいソフトボール大会 ９月６日(日) ２４チーム

東京都知的障害者サッカー大会
（Ｔｏｋｙｏ．Ｆ．Ｉ．Ｄカップ）

１１月２９日（日）・
　１２月６日（日）

１０チーム

東京ゆうあい
　バスケットボール選手権大会

平成２２年１月１０日（土）
　～２月７日（日）

４３チーム

競技団体名 事　業　名 参加者数

東京都スルーネットピンポン協会
第１１回東京都大会
（交流試合大会） 延べ６４名

東京知的障害者卓球部会
平成２１年度
　知的障害者卓球教室 延べ１５０名

東京障害者水泳連盟
水泳選手の育成・強化・
　指導員養成事業 延べ６０名

東京都ゴールボール連絡協議会
２００９東日本
　ゴールボール大会 ６６名

東京障害者
　フライングディスク協会

第１３回全日本障害者
　フライングディスク競技大会 １２００名

東京都知的障害者サッカー連盟
知的障害児者
　サッカー教室 １５０名

東京身体障害者卓球連盟
第３０回東京障害者
　卓球選手権大会 １３０名

関東シンクロナイズドスイミング連盟
第６回関東シンクロナイズ
　スイミング発表会・体験会 延べ１７０名

東京ボッチャ連盟 第１０回東京ボッチャ大会 ８０名

東京都ろう学校体育連盟
第５８回関東聾学校
　陸上競技大会 １５０名

東京視覚障害者ボウリング協会
交流ボウリング大会・
　練習会 ６８名

東京都身体障害者アーチェリー協会
２００９年度東京身体障害者
　アーチェリー協会練習会 ３０名

東京都車椅子バスケットボール連盟 第３７回東京都車椅子
　バスケットボール選手権大会 ８０名

東京障害者乗馬協会 乗馬会・研修会　他 延べ２６０名

東京都ＩＤバスケットボール連盟
第９回バスケットボール

　フェスティバル　他
延べ４００名

日　程　等
５月１７日、１１月２８日・２９日
（会場：多摩障害者スポーツセンター）

　① スポーツの振興に寄与する競技団体と連携を図り、競技団体と共催して各種競技大会を行うと共に、競技会開催の支援や
　 団体の育成を図った。（特別支援事業）

④ 障害別運動支援講習会

（４） 選手育成・養成事業

（１） ゆうあい大会の共催と助成事業

２．種目別大会

　選手の発掘及びその後の継続的な活動へのきっかけ作りを目的として、関係団体・機関と協働で、スポーツの普及や活動環
境の整備、及び選手育成・養成事業を実施した。

　障害のある人に対しての運動支援に際し、障害に合わせたプログラムの構成、展開の方法についての知識の習得を目的とした
講習会を実施した。

場　　　所

板橋区立上板橋体育館

葛飾区柴又ソフトボール場・
　尐年ソフトボール場・野球場
江戸川区臨海球技場・
　駒沢第二球技場・補助競技場
板橋区立小豆沢体育館・
　都立王子特別支援学校　他

　② 競技団体支援事業として、都内を総括する各種競技団体が実施する事業に対して助成金を交付し、競技団体の育成と競
　 技スポーツの振興や理解啓発を図った。(助成事業)

５月～１２月（全５回）
（会場：王子特別支援学校）

４月～平成２２年３月（毎月２回）

６月１９日・２０日
（会場：都立立川ろう学校）
８月２日
（会場：駒沢オリンピック公園陸上競技場）
６月２７日～１２月６日
（会場：都立王子特別支援学校　他）
平成２２年２月２８日
（会場：障害者総合スポーツセンター）
１０月３１日他
（会場：練馬区内プール　他）
１０月１１日
（会場：障害者総合スポーツセンター）

４月～平成２２年３月２８日（全１８回）
（会場：世田谷公園　他）
７月２４日他
（会場：王子特別支援学校　他）

５月２９日・３０日
（会場：武蔵野市立武蔵野陸上競技場）
４月～平成２２年１月
（会場：ハタボウリングセンター　他）
６月２０日
（会場：障害者スポーツセンター）
平成２２年２月２７日
（会場：葛飾区総合スポーツセンター）
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大　　会　　名 日　　程 参加者数

２０１０東京ＣＵＰ卓球大会　
平成２２年１月３０日（土）・
　３１日（日）

延べ５５４名

スキー教室
平成２２年３月５日（金）
　～７日（日）

５５名

泳力検定会　 平成２２年３月２１日（日） ４７名

事　業　名 日　　程 場　　所 備　　考 参加者数
障害者スポーツ理解促進事業
「障害者スポーツを体験してみよう！」

平成２２年２月２０日（土） 東京体育館
（サブアリーナ　他）

共催：（財）東京都
　　スポーツ文化事業団

８０名

（２）会報（広報誌）の発行

（３） ホームページの開設・運営

（１） 大会記録、競技団体の情報を収集

　③ 重度障害者や内部障害者が参加可能な種目を検討した。

（３） 資料、図書の収集

（１） 競技団体連絡協議会の開催
競技団体との連携強化を図り、障害者スポーツの普及を目指すため、３月２８日に実施した。

　東京都や体育協会とともに組織する第１３回全国障害者スポーツ大会東京都準備委員会を始め、各関係機関との連携を強
化し、都内障害者スポーツの振興基盤の強化を図った。

（２）関係団体との連携、強化

５．諸会議

　本協会主催事業等の記録集を作成した。また、各競技団体等からの情報誌類、調査研究資料の収集及びＨＰ上での公開を
行った。

　ＩＴを利用した情報提供事業：一般都民や障害のある人に対して、障害者スポーツの理解、促進を図る為に障害者スポーツに
関する情報を提供した。また、スポーツセンターHPとの一括管理を実現し経費の節約と情報の適合性を図った。

　一般都民や障害のある人に対して、障害者スポーツの普及や理解の促進を図るため、障害者スポーツに関する情報を提供し
た。（年６回発行）

東京都障害者総合スポーツセンター

（１） 協働事業

４． 調査研究事業

　東京都の各競技団体、障害者スポーツセンターと連携を図り、全障害を対象とした大会や教室を開催し、スポーツの振興に寄
与すると共に、障害のない人と競技し、交流することにより社会の理解の促進を図った。

　スポーツを楽しく、段階的に指導・上達していくことができる種目別・障害別スポーツ手引書を発行した。また、障害のある人
が、スポーツを始めるきっかけとなる「東京の障害者スポーツガイドブック」の次回更新へ向けて検討を行った。

３． 理解啓発事業

（２） 大会・教室の開催（自主事業）

場　　　所

東京都障害者総合スポーツセンター

いいやま北竜湖ファミリースキー場・
　文化北竜館

　協会、両スポーツセンターが一体となり、広く都民に対し障害者スポーツに関する情報提供ができるよう、東京都内及び全国
的な情報の収集を行った。また、東京都障害者スポーツ大会、全国障害者スポーツ大会、各種目別競技大会等の資料、図書
を収集した。

　① 都内公立体育施設調査の集計報告に基き、今後の地域におけるスポーツ活動の場の拡大と事業の地域展開へ向けた方
　 向性を探った。

（４） 障害者スポーツ手引書の発行（隔年発行）と「東京の障害者スポーツガイドブック」発行の準備（隔年発行）

　東京都全域の障害者のスポーツ振興を図る中核組織として、協会・両スポーツセンターの三者が展開する事業の方向性、実
施内容を検討する為、情報収集やニーズ把握、また存在する問題点の整理を行った。

　関係機関（区市町村・公共団体等）と協働し、当該区市町村の障害のある人のスポーツの普及・振興や、広く都民に障害者ス
ポーツの理解促進を目的に、参加型イベントの企画・運営や教室、講習会等へ講師派遣を行った。

（２） スポーツ研究事業

　② 障害者スポーツ振興計画の策定した。
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日　　程 種　　目 場　　所

　６月　７日（日） サッカー（知的）
駒沢ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ公園
　総合運動場

　６月１３日（土） サッカー（知的）
駒沢ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ公園
　総合運動場

　９月　２日（水）
重度障害者競技会（知的）
「スポーツの集い」

東京体育館
　メインアリーナ

　９月２１日（祝） 車椅子バスケットボール（身体）
葛飾区総合
　スポーツセンター

１０月３１日（土）
重度障害者競技会（身体）
「ボッチャ」

東京体育館
　サブアリーナ

１０月２５日（日） グランドソフトボール（身体）
都立王子
　特別支援学校

１１月　３日（祝） バレーボール（身体）
東京体育館
　サブアリーナ

平成２２年　１月２０日（水） バレーボール（精神）
東京体育館
　メインアリーナ

派遣大会等 日　　程 場　　所 成　績　等
全国大会

成績
関東ブロック地区予選会派遣
　サッカー（知的）

４月５日（日） 神奈川県平塚市 １回戦敗退

※関東ブロック地区予選会派遣
　バスケットボール（知的）

４月１１日（土）・１２日（日） 東京都
（駒沢総合運動場）

男子優勝
女子優勝

男子優勝
女子優勝

関東ブロック地区予選会派遣
　ソフトボール（知的）

４月１９日（日） さいたま市
（荒川総合運動場）

優勝 準優勝

関東ブロック地区予選会派遣
　車椅子バスケットボール（身体（肢体））

５月３０日（土）
横浜市
（横浜ラポール）

１回戦敗退

関東ブロック地区予選会派遣
　グランドソフトボール（身体（視覚））

５月３０日（土）・３１日（日） 千葉県
（四街道総合公園）

１回戦敗退

関東ブロック地区予選会派遣
　バレーボール（知的）

５月３１日（日）
横浜市
（横浜ラポール）

男子優勝
女子優勝

男子準優勝
女子優勝

関東ブロック地区予選会派遣
　フットベースボール（知的）

５月３１日（日） 山梨県
（小瀬スポーツ公園）

優勝 優勝

関東ブロック地区予選会派遣
　バレーボール（精神）

６月７日（日） 群馬県
（渡良瀬養護学校他）

２回戦敗退

関東ブロック地区予選会派遣
　バレーボール（身体（聴覚））

６月１４日（日） 埼玉県
（深谷市総合体育館）

男子優勝
女子準優勝

１回戦敗退

第９回全国障害者スポーツ大会派遣 １０月８日（木）～１３日（火）
新潟県
各競技会場

選手団規模　２８５名
（大会１０月１０日～１２日）

メダル獲得数
個人：１４７個
団体：　　４個

第２１回全国車椅子駅伝大会派遣
平成２２年２月２０日（土）
　～２２日（月）

京都府 選手団規模　９名 ７位入賞

　障害のある人がスポーツを通じて、体力の維持増進を図り、社会参加への意欲の増進に寄与すると共に、都民の障害者に対
する理解の促進を目的として実施した。

（1） 全国的な障害者スポーツの祭典である「全国障害者スポーツ大会・トキめき新潟大会」に向けて、東京都大会において選
　 手を選考し、東京都選手団を編成し派遣した。

陸上競技（知的）、水泳
ＳＴＴ、ＦＤ
ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ（知的）
ソフトボール（知的）

　　障害のある人の自立と社会参加の促進及び障害者スポーツの普及を図るため、各種スポーツ大会・スポーツ教室を開催した。

選手　　　６４名（再掲）

　　６チーム(３０名)

陸上競技（身体・精神）
ボウリング（知的）
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ（知的）

駒沢ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ公園
　総合運動場　他

Ⅱ　各種スポーツ大会等の開催と協力事業 （ 公 ２ ）

（目的）

１．第１０回東京都障害者スポーツ大会（兼全国障害者スポーツ大会派遣選手選考会）の開催(東京都共催事業)

 　５月３０日（土）
駒沢ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ公園
　総合運動場　他

　５月３１日（日）

陸上競技（知的）、水泳
卓球、ｱｰﾁｪﾘｰ
ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ（知的）
フットベースボール（知
的）

駒沢ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ公園
　総合運動場　他

２． 第９回全国障害者スポーツ大会東京都選手団の派遣他(東京都受託事業）

　６月　６日（土）

備　　考
競技：陸上競技等１６競技

規模 ： 選手      　６,４４９名
　　　　 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　 ５,０００名
　　１０回記念事業『ゴールボール』
　　５月３０日　駒沢(体育館)

選手　１,６７１名（再掲）
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大　　会　　名 日　　程 場　　所

関東ブロック地区予選大会
　バスケットボール（知的）

４月１１日（土）・１２日（日） 東京都
（駒沢総合運動場）

事　業　名 日　　程

東京マラソン２０１０

東京大マラソン祭り２０１０

事業や規程、会員の拡大等、協会の抱える多方面にわたる諸課題を解決するため、各種委員会を設置し、開催した。

５月２３日・８月２３日・１２月６日・３月２７日の全４回開催した。

５月２３日・８月２３日・３月２７日の全３回開催した。

２． 東京都多摩障害者スポーツセンター

１． 総会の開催

Ⅵ　諸会議

３． 常任理事会の開催

４． 各種委員会の設置

（４） 「東京マラソン」及び「東京大マラソン祭り」に参加・協力し、日本最大であり、且つ世界一の〔市民マラソン〕を目指す一大イ
　　ベントを応援した。

（２） ２０１３年の「東京国体」及び「全国障害者スポーツ大会」の開催に向け、東京都と連携し、各委員会等に参画し、東京都ら
　　しい新たな大会開催に向け協力した。

（１） ９月に東京で開催された「東京２００９アジアユースパラゲームズ」の組織委員会に職員を派遣し、競技の企画・運営・管理
　 部門を中心に、関係機関と連携・調整を図り、大会を実施した。

　全ての職員が質の高いサービスの提供を行うことを目的として、年間研修計画を策定し、各種研修を実施した。更に、支援技
術の向上や利用者に対してのハートフルな応対ができる教育を行った。

　独立行政法人国際協力機構より、障害者スポーツを通じた社会参加コース研修員の研修を受託し、研修プログラムの作成及
び運営を行った。

３． 各種関係大会・行事への参画・協力・支援等

(目的）

　東京都内の障害者スポーツの振興、普及の中核組織としてのスポーツセンターを、指定管理者として滞りなく運営した。

（２）全国障害者スポーツ大会関東ブロック地区予選会を実施した。

　　協会運営を円滑に執行するために以下の諸会議を開催した。

諸課題を整理するため、毎月１回開催し協議した。

協会とスポーツセンターの円滑な業務の執行を図るため、毎月１回開催した。
５．業務連絡会の開催

２． 理事会の開催　　　

東京都・千葉県・茨城県・群馬県・
　埼玉県・山梨県・横浜市　他

１． 東京都障害者総合スポーツセンター

Ⅳ　ＪＩＣＡ研修 （ 他 １ ）

Ⅴ　研修

Ⅲ　東京都障害者スポーツセンターの経営事業 （ 公 ３ ）

場　　　所

都庁 → 有明ビッグサイト

有明イーストプロムナード

（３） ２０１６年の「東京オリンピック・パラリンピック招致」に向け、関係機関と連携し、協力・支援を行った。

２２年２月２８日（日）

参加県・市

　　　開催期間：平成２1年９月１１日から１３日　　　参加国：２９カ国・地域　　　参加人数：806人(選手467人、役員３３９人)
　　　実施競技：陸上、水泳、卓球、ボッチャ、ゴールボール、車いすテニス(エキジビション競技)
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